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	国立社会保障・人口問題研究所に準拠した推計では、本町の人口は2040年には4,047人、2060年には2,838人まで減少し、高齢者人口比率は、国勢調査で発表された2020年の33％に対し、2040年には41％、2060年には47％まで上昇すると推計されている。
	また、年齢３区分別の人口推移をみると、1960年から2020年にかけて、年少人口（14歳以下）は4,108人から656人、生産年齢人口（15～64歳）は6,657人から2,894人と減少傾向にある一方、老年人口（65歳以上）は401人から1,759人と増加傾向にあり、1995年以降、年少人口を上回って推移している。
	自然動態をみると、本町の人口減少とリンクする形で出生数も減少し、1996年に初めて死亡数が出生数を上回る「自然減」の状態となり、2005年以降は死亡数が大きく上回る傾向が続き、2021年には85人の自然減（出生数21人、死亡数106人）となっている。なお、本町の合計特殊出生率は、全道平均より高く推移しているものの、2020年時点では1.29となっており、全国平均を下回っている。
	社会動態をみると、1990年代前半までは、大幅な転出超過が続いていたが、1997年に初めて転入超過となり、以後は2004年に大幅な転出超過となったものの、近年の社会減の割合は緩やかに推移しており、2020年には転出数274人、転入数243人と▲31人の社会減となっている。

